
 

事案名 北九州市の事案 （福岡県４０－７） 

分類 ○発見・被災・掃海等処理 

資料 ・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」〔１〕 

・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状

況(14.6)」〔２〕 

 

資料内容概要 

 

福岡県北九州地区では、「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告

（案）」および防衛庁資料によれば、昭和３０年から昭和４９年の

間に旧軍毒ガス弾等の発見事案が１４件確認されている。 

 

○発見・被災・掃海等処理情報 

・昭和３０年６月に、現北九州市でイペリット弾１７発が発見

され、自衛隊がコンクリート密封し海中投棄したと記載され

ている〔１〕〔２〕。 

・昭和３８年１０月１日に、北九州市でイペリット弾２発が発

見され、自衛隊がコンクリート密封し海中投棄したと記載さ

れている〔１〕〔２〕。 

・昭和３８年１１月２５日に、北九州市でくしゃみ性ガス（弾

１発が発見され、自衛隊がコンクリート密封し海中投棄した

と記載されている〔１〕〔２〕。 

・発見日不明（昭和４０年から４１年の間）ではあるが、北九

州市でイペリット（弾）１発が発見され、自衛隊がコンクリ

ート密封し海中投棄したと記載されている〔１〕〔２〕。 

・発見日不明（昭和４０年から４１年の間）ではあるが、北九

州市でイペリット（弾）１発が発見され、自衛隊がコンクリ

ート密封し海中投棄したと記載されている〔１〕〔２〕。 

・発見日不明（昭和４３年から４４年の間）ではあるが、北九

州市でイペリット（弾）１発が発見され、自衛隊がコンクリ

ート密封し海中投棄したと記載されている〔１〕〔２〕。 

・昭和４４年７月４日に、北九州市の埋立地でイペリット（弾

２発が発見され、自衛隊がコンクリート密封し海中投棄した

と記載されている〔１〕〔２〕。 

・昭和４５年６月１９日に、九州市でイペリット（弾）１発が

発見され、自衛隊がコンクリート密封し海中投棄したと記載

されている〔１〕〔２〕。 

・昭和４６年９月１１日に、北九州市でイペリット（弾）１発

が発見され、自衛隊がコンクリート密封し海中投棄したと記

載されている〔１〕〔２〕。 

・昭和４７年５月４日に、北九州市でイペリット（弾）１発が

発見され、自衛隊がコンクリート密封し海中投棄したと記載

されている〔１〕〔２〕。 
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・昭和４９年５月３１日に、北九州市で１０ｃｍ砲弾（旧軍き

い剤）１発が発見され、自衛隊がコンクリート密封し海中投

棄したと記載されている〔２〕。 
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